
混雑空港運航許可申請事案補足
説明資料

【関西国際空港】

令和６年１１月１９日

航空局航空ﾈｯﾄﾜｰｸ部航空事業課



・昭和49年 8月 関空の位置決定。
・昭和57年12月 関空事業に着手。
・平成 6年 9月 関西国際空港供用開始。
・平成 7年12月 二期事業に着手決定。
・平成19年 8月 Ｂ滑走路供用開始。

(我が国初の完全24時間運用可能な国際拠点空港)
・平成21年 4月 2期国際貨物地区供用開始。
・平成24年 7月 新関西国際空港株式会社が設置管理者となり、

大阪国際空港との一体運用を開始。

・平成28年 4月 関西エアポート株式会社による運営開始。

○1期事業の概要

(1)規模

①滑走路 3,500m 1本

②面積 約510ha

(2) 事業費 1兆4,582億円

(開港までの出資対象事業費）

○2期事業の概要

(1)規模

①滑走路 4,000m 1本

②面積 約545ha

(2) 事業費 9,071億円

(これまでの出資対象事業費）

連絡誘導路

空港連絡橋

Ｂ滑走路（ 4,000
ｍ：8月2日供用予定）

沿革

現況

○空港位置図 大阪湾南東部 泉州沖海上

事業概要

○ 設置管理者 ： 新関西国際空港株式会社

○ 滑 走 路 ： （Ａ）3,500m
（Ｂ）4,000m

○ 運 用 時 間 ： 24時間

連絡誘導路

空港連絡橋

Ｂ滑走路4,000
ｍ：8月2日供用予定）

関西国際空港

A滑走路(3,500m：平成6年9月4日供用)

B滑走路(4,000m：平成19年8月2日供用)

一期空港島

二期空港島

関西国際空港の概要
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日本航空 ㈱
（ワンワールド）

ANAホールディングス ㈱
（スターアライアンス）

会 社 名

・日本マスタートラスト信託銀行（信託口） 17.7%
・日本カストディ銀行（信託口） 6.2%
・京セラ 1.8% 他

・日本マスタートラスト信託銀行（信託口） 13.7%
・日本カストディ銀行（信託口） 3.2%
・名古屋鉄道 1.6% 他

主要株主

大型機 ３１機
中型機 ７２機
小型機 ５６機
リージョナル機 ５２機 合計２１１機

大型機 ３３機
中型機 １０８機
小型機 ７６機
リージョナル機 ２４機 合計２４１機

保有機材

（国内） 昭和２７年１０月２０日
（国際） 昭和２８年 ８月１４日

（国内） 昭和２８年１０月１５日
（国際） 昭和６１年 １月３１日

免 許 日

（国内） １０２路線
（国際） ５３路線 （R6.11月時点）

（国内） １０４路線
（国際） ５８路線 （R6.11月時点）

運航路線

ジェイエア（ＪＡＲ）
日本エアコミューター（JAC）
日本トランスオーシャン航空（JTA）
琉球エアーコミューター（RAC）
北海道エアシステム（HAC）
ジェットスター・ジャパン（ＪＪＰ）（※）
ZIPAIR Tokyo（ＴＺＰ）（※）
スプリング・ジャパン（ＳＪＯ）（※）

全日本空輸（ＡＮＡ）
エアージャパン（ＡＪＸ）
ANAウイングス（ＡＫＸ）
ピーチ・アビエーション（ＡＰＪ）(※)

グループ
企 業

(※)印の航空会社はLCC（低コスト航空会社）で、上記の保有機材、運航路線には含まれない

（R6.3月時点） （R6.3月時点）

航空会社の概要（１）
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㈱ジェイエア日本トランスオーシャン航空㈱ＡＮＡウイングス㈱
会 社 名

日本航空株式会社 100％日本航空株式会社 72.8％ 他
・ANA ホールディングス 100%主要株主

E170(76席)/E190(95席) 32機B737-800(165席) 14機
ボーイング737型機(166席)  39機
ボンバルディアDHC-8-400(74席)

24機
使用機材

平成８年１０月３１日昭和４８年７月１７日平成１４年３月６日
許可等
取得日

（R6.11月時点）
羽田＝三沢、秋田、山形、

山口宇部、宮崎
大阪＝函館、青森、三沢、秋田、花

巻、山形、仙台、新潟、出雲、
隠岐、松山、大分、福岡、長
崎、熊本、宮崎、鹿児島

福岡＝新千歳、花巻、仙台、徳島、
高知、松山、宮崎、奄美

新千歳＝女満別、青森、花巻、
仙台、新潟

鹿児島＝奄美、徳之島
【国内 計37路線】

（R6.11月時点）

羽田＝宮古、石垣、小松、岡山
中部＝那覇
関西＝那覇、宮古、石垣
那覇＝小松、岡山、福岡、

久米島、石垣、宮古

【国内 計14路線】

（R6.11月時点）

羽田＝新千歳、中部、伊丹、関西、福岡、那

覇、神戸、稚内、紋別、中標津、函館、

秋田、大館能代、庄内、八丈島、富山、

小松、岡山、鳥取、米子、広島、岩国、

石見、徳島、高松、高知、松山、大分、

熊本、佐賀、長崎、宮崎、鹿児島

成田＝新千歳、中部、伊丹

伊丹＝新千歳、函館、福岡、青森、仙台、秋

田、福島、新潟、松山、高知、大分、

熊本、長崎、宮崎、鹿児島、那覇

関西＝新千歳、那覇、石垣

福岡＝新千歳、中部、小松、対馬、福江、宮

崎、那覇

など 計１０４ 路線

運航路線

日本航空の連結子会社沖縄を拠点とする日本航空の連結子会
社

ANAホールディングスの連結子会社
事業形態
の特徴

航空会社の概要（２）
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ジェットスター・ジャパン㈱Peach Aviation㈱㈱スターフライヤー
会 社 名

・日本航空 50.0%
・カンタスグループ 33.3% 
・羽田ｾﾝﾁｭﾘー16.7%

・ANA ホールディングス 93.0%
・First Eastern Aviation 

Holding Limited 7.0%     

・ANA ホールディングス 14.7%
・ジャパネットホールディングス 14.3%
・TOTO 4.0% 他

主要株主

エアバスA320(180席)   19機
エアバスA321(232席)    3機

エアバスA320(180～188席)   33機
エアバスA321(218席)    3機エアバスA320型機(150～162席)11機使用機材

平成２４年４月６日平成２３年７月７日平成１８年１月１２日
許可等
取得日

（R6.11月時点）
（国内線）

成田＝新千歳、関西、福岡、那覇、旭川、高松、

松山、高知、長崎、大分、熊本、宮崎、鹿

児島

関西＝新千歳、那覇

中部＝福岡、那覇

新千歳＝福岡 １８路線

（国際線）

成田＝上海、台北、マニラ

関西＝台北

中部＝マニラ 計５路線

（R6.11月時点）
（国内線）

関西＝新千歳、仙台、成田、福岡、長崎、宮崎、

鹿児島、 奄美、那覇、石垣

成田＝新千歳、福岡、奄美、那覇、石垣

福岡＝新千歳、那覇、石垣

新千歳＝仙台、那覇

中部＝新千歳、仙台、那覇 計２３路線

（国際線）

関西＝上海、香港、台北、高雄、仁川、

バンコク

羽田＝上海、台北、仁川

成田＝台北、中部＝台北、那覇＝台北

計１２ 路線

（R6.11月時点）
羽田＝北九州、関西、福岡、

山口宇部

福岡＝中部

【国内計5路線】

運航路線

日本航空から独立した事業運営ANAホールディングスの連結子会社福岡（北九州）に本社を置き福岡を
中心とするネットワークを構築

事業形態
の 特 徴

航空会社の概要（３）
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１．発着回数は次の回数を限度とする。

２．航空機の遅延による混雑を吸収するために、発着回数を抑制する
時間帯「ファイヤーブレイクゾーン」を設定する。

・ファイヤーブレイクゾーンは、１日２回、それぞれ１時間ずつ設ける
こととし、各ファイヤーブレイクゾーンにおける発着回数の上限は
３６回とする。

４５回1時間の発着回数
３２回うち出発回数

２５回到着回数

※２０２４年冬期スケジュール期間（Ｒ６.１０.２７～R７.３.２９）は、全曜日 １３：００～１３：５９及び２０：００～２０：５９に設定

関西国際空港の発着調整基準

５．（１）①関係
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航空保安業務提供時間（運用時間）及び利用時間

５．（１）②関係
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各機種ごとの地上滞在所要時間

所要時間型式区分

45～55分Ｂ７７７
大型ＪＥＴ機

55分Ａ３５０

45分～55分Ｂ７８７
中型ＪＥＴ機

35～45分Ｂ７６７

30～40分Ｂ７３７

小型ＪＥＴ機

30～45分Ａ３２０

４0～55分Ａ３２１

75分３２Ｘ

25分～30分ＥＲＪ

30分ＣＲ７

30分ＤＨＣ８
プロペラ機

30～40分ＡＴＲ

５．（１）②関係
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関西国際空港（国内線）路線数・便数・旅客数・利用率の推移

【関西国際空港】

(注)路線数は各年度２月ダイヤ、便数は実績（航空輸送統計年報より）

令和７年のみ便数は２～３月のダイヤ申請による便数

[便数] [路線数]
[旅客数] [利用率]

５．（２）①関係
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関西国際空港(国内線)の航空会社別運航回数及びシェア

５．（２）①関係

運航便数：58.7便/日令和7年2～3月ダイヤ
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11

関西国際

関西国際空港における国内線ネットワークの現状

ＬＣＣ就航路線

５．（２）②関係

※R7.2月1日-3月29日運航計画より作成



大阪国際空港における国内線ネットワークの現状

大阪国際

12

５．（２）②関係

関西国際空港に就航してい
ない路線

関西国際空港との競合路線

※R7.2月1日-3月29日運航計画より作成



神戸空港における国内線ネットワークの現状

13

神戸

大阪国際空港、関西国際空
港に就航していない路線

５．（２）②関係

※R7.2月1日-3月29日運航計画より作成



２１時以降７時までの関西国際空港発着路線

※2025年2月～3月ダイヤ

５．（２）②関係
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（参考）
神戸路線

（参考）
伊丹路線

ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ・
ｼﾞｬﾊﾟﾝ
(LCC)

Peach・
Aviation
(LCC)

ｽﾀｰﾌﾗｲﾔｰ日本航空全日本空輸路線

710.11.8524新千歳

75.11.8434那覇

830435羽田

1.511石垣

23.22成田

11宮古

10.83.6福岡

2１４2.9仙台

380.8長崎

11.50.9宮崎

2141.8鹿児島

10.4奄美

○ ４社競合：２路線 ３社～２社競合：４路線 単独：６路線

※ 会社ごとの便数は、混雑空港運航許可申請における令和７年２月１日～３月２９日の１日あたりの往復便数。

関西国際空港発着路線の競合状況 ５．（２）③関係
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国際旅客定期便の就航状況

参考

１９の国と地域、５４路線に就航

※2024冬ダイヤ期初の1週間のダイヤを元に作成 16

北京

中国

ハルビン

中国

シンガポールシンガポール

無錫広州チェンマイ
タイ

厦門杭州バンコク

瀋陽合肥セブ
フィリピン

ケアンズ

オーストラリア

済南マニラ

シドニー重慶ハノイ
ベトナム

ブリスベン上海ホーチミン

グアム

米国

深センマカオマカオ

サンフランシスコ成都クアラルンプールマレーシア

ホノルル西安ソウル

韓国

ロサンゼルス青島釜山

アブダビ
ＵＡＥ

大連済州

ドバイ天津清州

イスタンブールトルコ南京大邱

アムステルダムオランダ南通香港香港

ミュンヘンドイツ寧波高雄
台湾

ヘルシンキフィンランド武漢台北

パリフランス福州ドーハカタール
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関西３空港の役割

神戸空港大阪国際空港関西国際空港空港

神戸及びその周辺の
国内航空需要に対応
する地方空港※

国内線の基幹空港
※

西日本を中心とする国
際拠点空港であり、関
西圏の国内線の基幹
空港※

役割

R4.9.18 第12回関西３
空港懇談会取りまとめに
おいて「関西空港・伊丹
空港を補完する空港とし
て、効果的に活用」と記
載。

備考

参考

※ H17.11.14 第４回関西３空港懇談会合意内容より



【目的】
○関西国際空港（関空）及び大阪国際空港（伊丹）の設置・管理を行う新関西国際空港株式会社（国出資１００％）を設立
するとともに、公共施設等運営権の設定（コンセッション）を通じた関空債務の早期かつ確実な返済を図る。
○これにより、関空の我が国の国際拠点空港としての機能の再生・強化及び関空・伊丹の適切かつ有効な活用を通じた関西における
航空輸送需要の拡大を図り、我が国の国際競争力の強化及び関西経済の活性化に寄与する。

「関西国際空港及び大阪国際空港の一体的かつ効率的な設置及び管理に関する法律」（平成23年5月25日法律第54号）

［開港日］ 平成6年9月4日 ［滑走路］ 2本 (3,500m､4,000m)
［総発着回数］ （※） 10.8万回 ［総旅客数］（※） 1,386万人

＜関西国際空港（関空）＞
関空会社管理

［開港日］ 昭和33年3月18日 ［滑走路］ 2本 (1,828m､3,000m)
［総発着回数］（※） 12.3万回 ［総旅客数］（※） 1,291万人

＜大阪国際空港（伊丹）＞

（※）平成23年度（回転翼機を含む）（※）平成23年度（回転翼機を含む）

国際 1,011万人
国内 375万人

国管理

○海上空港建設の経緯から、1.3兆円を超える巨額の負債の元利償還が会社経営を圧迫。

○関西空港の需要拡大を阻害する構造的要因を解決するため、大阪国際空港との関係整理が必要との指摘。

○平成27年12月15日、「オリックス、ヴァンシ・エアポート コンソーシアム」が設立した「関西エアポート（株）」と新関空会社との間で

コンセッション実施契約を締結。

○平成28年４月１日より「関西エアポート（株）」による運営開始。

※ヴァンシ・エアポート社：ゼネコンで売上高世界第５位（仏第１位）を誇るヴァンシ・グループの一員。

背景・課題

○平成24年７月、新関西国際空港株式会社が設立され、関西国際空港・大阪国際空港の経営統合が実現。

関西国際空港・大阪国際空港におけるコンセッション方式導入の経緯
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参考



＜関西３空港全体＞

・ 年間50万回の容量確保
（2030年前後）

第14回関西３空港懇談会（令和６年７月15日）において、３空港全体で2030年前後を目途に年間50万回の容量
確保等を目的とした新飛行経路案について地元として合意。

南風時

新飛行経路概要

機能強化概要

＜関西空港＞
・ 年間発着回数30万回
・ １時間当たりの処理能力：45回→60回

＜神戸空港＞
・ 国内線 １日の最大発着回数：80回→120回
・ 国際線 チャーター便解禁

定期便40回/日（2030年前後）

大阪湾内の空域のひっ迫を解消するため離陸後直ちに分岐し、各方面へ直進する経路を設定するとともに、需要が増大する
西・南西方面の飛行経路を複線化することなどにより、関西、神戸両空港の発着容量を拡大。

北風時

※黄色着色矢印線は新設する陸上経路 ※●は陸上通過高度が変更となる地点

関西空域の飛行経路の見直しによる機能強化 参考
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